
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  東日本大震災後に取得した土地等 

Ｑ：東日本大震災後に相続等により取得し

た土地等の評価は、どのようにするのです

か？ 

 

Ａ：次のように評価します。 

【解説】 

平成23年3月11日から平成23年12月31日ま

での間に相続等又は贈与により取得した土地

等は次のように評価します。 

①指定地域内にある土地等 

平成23年分の路線価及び評価倍率に「調整

率」を乗じて計算します。 

②指定区域外にある土地等 

平成23年分の路線価及び評価倍率により計

算します。 

更に、被害の区分に応じて、次のように評

価することが認められます。 

①地割れなどが生じている場合 

原状回復費用相当額(原状回復費用の見積

額の80％相当額又は市街地農地等の評価に係

る宅地造成費相当額から算定した金額)をそ

の土地等の価額から控除することができます。 

②津波などにより水没している場合 

海面下に没した場合(その状態が一時的な

ものである場合を除く)の土地等は、評価しま

せん。 

③液状化現象が見られる場合 

家屋が傾くなどの被害が生じた場合は、原

則として、家屋の価額から減額します。また、

庭の陥没などの被害が生じた場合は、その原

状回復費用相当額をその土地等の価額から控

除することができます。 
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